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⑮ 研究概要
1) 実存倫理思想研究
2) 応用倫理学研究
3) 哲学的生命論研究
⑮著書
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想， 671: 38-48， 2003. 
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⑥ 研究概要
1) 日本古代史研究
2) 精神史としての治療史研究
⑮著書
1) 谷口美樹:古代.r日本女性史研究文献目録Nj
女性史総合研究会編， 255-258，東京大学出版会，
東京， 2003. 
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⑮ 研究概要
1) 昨年同様，社会保障法上の医療保障の法構造と
医事・薬事法について研究を行っている.前者は，
社会保障法における医療保障の理念と体系を考察
するものである.又後者は健康権を基礎に独
自の法領域としての医事・薬事法の体系化を意図
するもので，現在，各国の医事法と比較研究を行っ
ている.
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